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金沢21世紀美術館のデザイン・コンセプト分析；2018年増強版

←2015年1月6日発行の最新解説書
amazon.comの電子書籍Kindle版にて発売中！
目次＋はじめに＋イメージ図一部については
コチラのpdfでご覧いただけます。
下のQRコードから直接本棚にアクセスできます。
冒頭の10ページ位が試読できます。電子書籍を読む
には無料提供されているアプリをダウンロードして
ください。こちらからでもOKです。

書籍版も2015年4月15日発行 →
B5版×136Ｐ 定価2,500＋税
ご購入希望の方は直接弊所へ
メールでお問い合わせください。
問い合わせ先
taizan@gainendesign.com

https://kdp.amazon.co.jp/dashboard?prefLanguage=true
http://www.gainendesign.com/part-of-contents.pdf
http://www.amazon.co.jp/gp/feature.html?docId=3077089376
http://kindle-for-pc.softonic.jp/
mailto:taizan@gainendesign.com
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概念デザイン・メソドロジー 2018年増強版発行の趣旨

2018年9月に、30年来の念願であった『概念デザイン』自体の商標登録が実現しました。
これに関しては概念デザイン研究所ホームページ上で詳しく言及していますので、そちらをご参照ください。
http://www.gainendesign.com/gainendesign.pdf

商標登録を記念して、今後弊所ホームページ上にて概念デザイン論を拡大発信してゆく所存ですが、その皮切
りに、ここでは最新の概念デザイン・メソドロジーを駆使して概念分析をした、「金沢21世紀美術館」の概念
構造化仮説＝コンセプト・パッケージを提示・公開させて頂きます。

同コンセプト・パッケージについては既に2005年に実施した現地調査を基に、2008年にコア・コンセプト
＋3本柱の概念分析を公開していますが、今回の概念構造化仮説分析はそれを大幅に強化した、コア・コンセプ
ト＋3軸・6本柱によって示しています。

今回の概念構造分析には空間の哲学性や商品開発上の観点も組み込んでいますので、各方面にお役立ちできる
内容になっていると自負しております。

また、逆にこのような強固な概念構造化仮説を有する「金沢21世紀美術館」は時代を切り開く創造物であると確
認できるわけです。

次ページに最新版の「金沢21世紀美術館」の概念構造化仮説＝コンセプト・パッケージを掲載させて頂きます。
2005年の概念分析プロセスはP3以降に提示しました。

因みに、あくまでも当該概念分析は、対象物としての「21世紀美術館」の客観的な概念分析で弊所独自の内容で
あり、当該対象物にご関係の各位との関りはございません。一部公式見解のみ引用させて頂いております。

以上、よろしくお願い申し上げます。
2018年10月9日 概念デザイン研究所 主宰 山口泰幸

http://www.gainendesign.com/gainendesign.pdf
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概念デザイン・メソドロジー

能動軸；形式性

境界軸；観念性

意味軸；関係性

意識する情報

無意識に感受する情報曖昧性の中の自由

具象的機能

Simpleの追求

しかけの仕込み

Action Point
美術という切り口

による能動型空間が新しい

21世紀美術館の空間概念分析；2018
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概念デザイン・メソドロジー 趣 旨；以下2005年以降の考察プロセス

2005年に、概念デザインが選んだ2005年時点の最高空間デザイン10選のコンセプト・リサーチを行った。
本件はそのうちの一つである、金沢21世紀美術館のデザイン・コンセプトのコンセプト分析である。

コンセプト分析は、概念デザイン研究所における方法論の一つである、RCM「リバース・コンセプト・メイキング」（R)

で行った。この場合、デザイナー自身の考えや情報発信にかかわらず、概念デザイン研究所が独自で状況を調査・分析し
その結果をコンセプチュアル・シンボル（R)およびコンセプト・パッケージ（R)にまとめたものである。

その後2010年に21世紀美術館のデザイナーである妹島・西沢両氏にプリツカー賞が授与され、それに伴いデザイン・コ
ンセプト表明もなされたので、比較するために両者を掲げておく。

結論的には、その本質において概念デザイン研究所におけるコンセプト分析の精度と品質が高く、かつデザイナーの発信
とも合致していることが認識して頂けると思われる。

本リサーチは当時概念デザイン研究所に特別研究員として在籍していた、松島奈津子氏によって調査・分析が実施された。
本リサーチの内容には優れた分析と同時に、それをグラフィック・アートとして表現している彼女のコンセプチュアル・
シンボルがあるが、コンセプチュアル・シンボル自体のレベルとしてもこれまでの中で最高レベルにあるものである。
是非ご堪能いただければ幸甚である。
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概念デザイン・メソドロジー コンセプト・メイキングの3つの流れ；OCM､RCM､ACM
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概念デザイン・メソドロジー コンセプト・メイキングにおける７つのC
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概念デザイン・メソドロジー 金沢21世紀美術館の公式発表

http://www.kanazawa21.jp/data_list.php?g=11&d=1

金沢21世紀美術館のコンセプト

美術館コンセプト

1 世界の「現在（いま）」とともに生きる美術館
金沢21世紀美術館は、世界の同時代の美術表現に市民とともに立ち会う美術館です。私たちのこの時代には、
時間や空間を超え、従来のジャンルを横断する、様々な表現が現れてきています。これらの芸術活動にじかに
触れ、体感することで、地域から、未来の創造への橋渡しをします。

2 まちに活き、市民とつくる、参画交流型の美術館
21世紀の美術館には、教育、創造、エンターテインメント、コミュニケーションの場など、新たな「まちの
広場」としての役割が期待されています。市民や産業界など様々な組織と連携を図り、全く新しい美術館活動
を展開します。

3 地域の伝統を未来につなげ、世界に開く美術館
藩政期から伝わる、工芸をはじめとする地域の固有文化が、多様化する21世紀にどのような可能性を持つの
か、インターカルチュアルな視点に立って問いかける実験の場となります。

4 こどもたちとともに、成長する美術館
未来の文化を創り出す子どもたちに開かれた教室として、見て、触れて、体験できる最適の環境を提供します。
子どもの成長とともに美術館も進化し、時代を超えて成長します。

http://www.kanazawa21.jp/data_list.php?g=11&d=1
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概念デザイン・メソドロジー

建築コンセプト
『まちに開かれた公園のような美術館』

金沢21世紀美術館は、金沢市の中心部に位置し、だれもがいつでも立ち寄ることができ、様々な出会いや体験
が可能となる公園のような美術館を目指しています。このため建物には表と裏のないガラスのアートサークル
が採用され、トップライトや光庭など明るさや開放感にも十分に配慮しています。また、夜間開館や魅力的な
ショップ、レストランなど利用者ニーズに対応し、気軽さ、楽しさ、使いやすさがキーワードのこれまでにな
い美術館です。

多方向性=開かれた円形デザイン
三方が道路に囲まれている美術館敷地内にどこからでも人々が訪れることができるよう、正面や裏側といった
区別のない円形が採用されました。建物が街と－体になるためのデザインです。
水平性＝街のような広がりを生み出す、各施設の並置
展示室やカフェレストラン、アートライブラリーなど、それぞれに個性豊かな各施設はほぼ水平方向に配置。
街のような広がりを生み出します。建物の回廊部分を一周すると、様々な特徴のある施設を巡ることができま
す。

透明性＝出会いと開放感の演出
外壁や建物内の壁面の多くにガラスを採用し、「透明であること、明るいこと、開放的であること」を求めま
した。同時に、内部と外部など互いに異なる空間にいる者同士が互いの様子や気配を感じ取ることができる、
出会いの感覚も演出されています。

設計者は、世界的に著名な建築家
美術館の建築を設計したのは、妹島和世（せじま・かずよ）と西沢立衛（にしざわ・りゅうえ）。二人は、こ
れまで、ヨーロッパやアメリカで美術館など数多くの建築を手がけてきました。2010年SANAAとして、プリ
ツカー賞受賞。また妹島和世は、2010年8月29日から11月21日まで開かれるベネチア・ビエンナーレ第12回
国際建築展の総合ディレクターに起用されました。

金沢21世紀美術館の公式デザイン・コンセプト
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概念デザイン・メソドロジー 概念デザイン研究所のRCM；2005 by 特別研究員松島奈津子
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概念デザイン・メソドロジー

能動軸；形式性

境界軸；観念性

意味軸；関係性

意識する情報

無意識に感受する情報曖昧性の中の自由

具象的機能

Simpleの追求

しかけの仕込み

Action Point
美術という切り口

による能動型空間が新しい

21世紀美術館の空間概念分析；2018 再掲
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